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▼メインカラー

▼プロフェッショナル・ソリューション

▼インベストメント

▼モノづくり

▼セレンディップロゴカラー

国内でも先進的な取り組み｜JMS（包括的資金調達プラットフォーム）
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• 株式の希薄化を回避しつつ、外部資本を活用した持続的な成長投資を実現

• 商工中金・KCAPの参画により20億円の資金調達基盤を構築

• 今後も戦略パートナーの拡充により、外部資本の受入を段階的に拡大

事業承継・経営支援の実行主体
5億円出資

中小企業支援・長期資金のパート
ナー
10億円出資

資本課題解決・地域投資のパート
ナー
10億円出資

事業承継・経営支援の実行主体
（５億円出資）

中小企業支援・長期資金のパートナー
（10億円出資）

商工中金

資本課題解決・地域投資のパートナー
（10億円出資）

KCAPパートナーリレーション
1号投資事業有限責任組合

株式会社ものづくり事業承継ホールディング（JMS）
株式の希薄化を回避しつつ、事業承継M＆A実施に必要な資金を安定的に確保するスキーム

試作開発・デザイン支援領域における
高い技術力と汎用性を強みに、
JMSの成長戦略において中核的な
役割を担う企業

経営支援×長期資金×資本課題解決

初の投資案件
日建産業株式会社
（6月11日株式取得を公表）

ものづくり企業

長期保有を前提とした
投資対象企業

…

…
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▼インベストメント
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▼セレンディップロゴカラー

• 個人資金からVC、メザニンファイナンスへと資金調達手法の多様化・高度化を図り、JMSという新たなモデルへ発展

• 案件ごとの個別調達ではなく、資金を先行確保し機動的にM&A投資を実行する、包括的かつ継続的な資金調達
プラットフォーム（JMS）を構築
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事業を立ち上げ、経営支援会社
としての基盤をつくるための資金

自己資金・個人信用

創業期

2013～

M＆A実行期

2014～

後継者不足に悩むものづくり企業を
個別案件ごとに引き継ぐ

銀行借入・通常の金融機関
融資

事業承継M&A拡大期

2024～

種類株式・メザニン等を
活用した案件ごとの外部資本

株式の希薄化を避けながら、より
大きなM&Aに挑む

JMS設立

2026年6月

個別調達ではなく
M&A資金を先行的に確保

希薄化の回避を維持しつつ外部資本を活用し
資金を先行確保のうえ機動的に大型投資を実行

進化する資金調達戦略｜機動的な投資を実現
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▼フォントの種類

▼フォントの色

BIZ UDPゴシック

▼フォントの大きさ

２４ｐｔ タイトル

１８ｐｔ メッセージライン

１４ｐｔ ボディ（本文）

１１pt注釈

▼メインカラー

▼プロフェッショナル・ソリューション

▼インベストメント

▼モノづくり

▼セレンディップロゴカラー
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売上高
１，０００億円増※

投資余力と買収可能規模の試算

• JMSで調達した資金を活用し、大きな売上成長を生み出す仕組み

4

連結化のイメージ

スマートカンパ
ニーは中計で出て
くることば？

JMS自己勘定

約２５億円

LBOローン（融資）

約７５億円

投資可能額

約１００億円

JMS自己勘定

約１００億円

LBOローン（融資）

約３００億円

投資可能額

約４００億円
約７～８社

M＆A可能社数

約２社

M＆A可能社数

１社あたりの買収価格 ５０億円で試算

LBOを活用し
約３倍の投資余力を活用

３年後

※1社あたり売上高150億円規模を前提
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外部資本を活用しながら、セレンディップHD主導のもと従来同様の統合経営と連結を継続
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金属加工
カンパニー

音・熱
カンパニー

表面処理
カンパニー

自動化
支援

DX
支援

JMS

商工中金・KCAP

試作・
デザイン

出資・参画

…

…

今後の
ものづくり

企業

A社

今後の
ものづくり

企業

B社

建機機械
部品

• JMSおよびその子会社は連結対象として取り込み、議決権支配のもと、従来と同様のグループ経営を継続

• セレンディップHDから、従来通り一体運営のもと、投資先にプロ経営者派遣、シェアドサービス、販路拡大、自動化・
DX化支援を実施

JMS（当社議決権100％）：連結時は売上・利益を100%取り込み
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▼インベストメント

▼モノづくり

▼セレンディップロゴカラー

• JMS設立と、成長戦略および事業承継課題の解決に向けた取り組みを発表

記者会見の様子
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メディア掲載実績

日本経済新聞
セレンディップHD、
商工中金などと中小製造業向け事業承継会社

中日新聞
セレンディップHD資金調達狙い新会社
M＆A通じ事業承継

中部経済新聞
事業承継支援で新会社
セレンディップHD

ニッキン
セレンディップHD、製造業承継支援の新会社
地域金融機関などから出資募る

日刊工業新聞
商工中金、事業承継支援に10億円 投資ビークルへ出資
セレンディップ、中小製造業の承継後押し 新会社設立

日刊自動車新聞
セレンディップＨＤ、
中小製造業の事業承継支援で新会社設立6月9日開催の記者向け説明会の様子

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFD017I60R00C26A6000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFD017I60R00C26A6000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFD017I60R00C26A6000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFD017I60R00C26A6000000/
https://biz.chunichi.co.jp/news/article/10/126550/
https://biz.chunichi.co.jp/news/article/10/126550/
https://biz.chunichi.co.jp/news/article/10/126550/
https://biz.chunichi.co.jp/news/article/10/126550/
https://biz.chunichi.co.jp/news/article/10/126550/
https://biz.chunichi.co.jp/news/article/10/126550/
https://biz.chunichi.co.jp/news/article/10/126550/
https://www.chukei-news.co.jp/news/2026/06/10/OK0002606100301_02/
https://www.chukei-news.co.jp/news/2026/06/10/OK0002606100301_02/
https://www.chukei-news.co.jp/news/2026/06/10/OK0002606100301_02/
https://www.nikkinonline.com/article/396546
https://www.nikkinonline.com/article/396546
https://www.nikkinonline.com/article/396546
https://www.nikkinonline.com/article/396546
https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00783595
https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00783595
https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00783595
https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00783595
https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00784614
https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00784614
about:blank
about:blank
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記者向け説明会における主なQ＆A｜成長性・投資規模に関して

Q.現在の投資余力と今後の拡張性について。

A.
現状約25億円のJMSにおける初期調達資金に対し、LBOを活用することで約3倍の投資余力を確保し、
100億円規模の投資が可能です。
今後、JMSにおける資金調達が１００億円規模まで拡大した場合には、約400億円規模の投資（7〜8社
程度）が可能となる見込みです。

1社あたり売上150億円規模を前提とすると、売上高1,000億円規模の成長ポテンシャルとなります。

A.

明確な時期は設定していないものの、約3年程度で段階的に拡大する想定です。

Q.100億円調達までの時間軸について。
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記者向け説明会における主なQ＆A｜JMSの位置づけ
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Q.これまではセレンディップが直接出資してM&Aを行っていたと思うが、そのスタイルは残しつつ、
JMSを通じた投資も行うという理解でよいか。また、その場合の使い分けはどのように考えているのか。

A.
JMSは事業承継型M&Aのための資金調達の枠組みであり、従来のM&Aの考え方自体は変わりません。
これまでは案件ごとに投資パートナーから資金を調達していましたが、今回は特定案件に紐づけず、事
業承継に必要な資金を包括的に調達する仕組みとしています。

投資実行については、
・従来のセレンディップ本体による投資
・JMSを活用した投資
を併用し、案件特性に応じて使い分ける方針です。
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Q.JMSにおけるアペックスの役割について。

A.
アペックスは当社の連結子会社から、ＪＭＳを通じた連結孫会社となります。
アペックスは試作・デザイン機能を有し、業種横断で活用可能な高い汎用性を持つことから、投資先企業
の付加価値創出を横断的に支援する中核機能として、JMSの成長を牽引する重要な役割を担います。

Q. JMSの資金は既存会社に使うのか？

A.
新規投資に充当する方針であり、既存グループ会社への移管・充当は想定していません。

記者向け説明会における主なQ＆A｜JMSの位置づけ
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Q.金融機関の追加参画の見通しは？

A.
複数の金融機関から関心が寄せられており協議を進めています。
今後は全国の金融機関に声掛けを行い、
・コンセプトへの共感
・経済合理性
の両面を満たす形で参画を拡大していきます。

Q.全国展開にあたり、地域金融機関との連携はどのように考えているのか。

A.
既存の金融機関との関係を前提に、それを維持・発展させる形で連携します。
企業は必ず地域金融機関と関係を持っているため、ソーシング（案件発掘）と投資実行の双方で協働して
進める方針です。
また、地域ごとにネットワークを持つ金融機関と連携することで、全国の産業集積地への展開を強化し
ていきます。

記者向け説明会における主なQ＆A｜投資実行体制に関して
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Q.今後、ものづくり事業以外の領域への投資もあるのか。

A.
投資対象は自動車部品関連に限定せず、建設機械、半導体、航空などものづくり領域全般を想定してい
ます。JMSは資金調達ストラクチャーであり投資方針自体は変わりません。

記者向け説明会における主なQ＆A｜投資実行体制に関して

※本Q&Aは記者説明会時点の発言に基づくものです。その後、建設機械領域（例：日建産業）への投資を実行しており、ものづくり事業領域の拡張は
既に具体的に進展しています。

2026年6月11日公表「当社子会社による日建産業の株式取得（子会社化）に関する補足資料」より引用

https://ssl4.eir-parts.net/doc/7318/tdnet/2834452/00.pdf
https://ssl4.eir-parts.net/doc/7318/tdnet/2834452/00.pdf
https://ssl4.eir-parts.net/doc/7318/tdnet/2834452/00.pdf
https://ssl4.eir-parts.net/doc/7318/tdnet/2834452/00.pdf
https://ssl4.eir-parts.net/doc/7318/tdnet/2834452/00.pdf
https://ssl4.eir-parts.net/doc/7318/tdnet/2834452/00.pdf
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Disclaimer

本資料に関する免責事項

本資料には、当社又は当社グループに関連する見通し、計画、目標などの将来に関する記述がな
されています。これらの記述は、当社が現在入手している情報に基づき、本資料の作成時点におけ
る予測等を基礎としてなされたものであり、一定の前提（仮定）の下になされています。これらの記
述又は前提（仮定）が、客観的には不正確であったり、又は将来実現しないという可能性があります。

また、本資料に記載されている当社及び当社グループ以外の企業等に関わる情報は、公開情報等
から引用したものであり、かかる情報の正確性・適切性等について当社は何らの検証も行っておら
ず、また、これを保証するものではありません。
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